
一
九
〇
三
年
、
本
市
生
ま
れ
。

太
平
洋
画
会
研
究
所
で
洋
画
を
学

ん
だ
の
ち
、
小
茂
田
青
樹
に
師
事

し
日
本
画
へ
転
向
す
る
。
院
展
で

奥
村
土
牛
、
小
倉
遊
亀
ら
と
と
も

に
当
時
最
年
少
で
同
人
に
。
そ
の

後
も
、
院
展
を
中
心
に
活
躍
。
洋

画
的
な
筆
遣
い
と
明
る
い
色
彩
の

作
風
を
展
開
し
た
。

一
九
二
七
年
、
本
市
生
ま
れ
。

病
気
療
養
の
か
た
わ
ら
油
絵
を
学

び
、
後
に
日
本
画
に
転
じ
る
。
望

月
春
江
、
福
王
寺
法
林
に
師
事
。

一
九
五
三
年
、
日
展
で
初
入
選
を

果
た
す
。
ネ
パ
ー
ル
や
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
取
材
し
、
そ
の
景
色
を
描
い
た

作
品
で
一
九
七
五
年
に
日
本
美
術

院
賞
（
大
観
賞
）
を
受
賞
。
院
展

特
待
に
推
挙
さ
れ
た
。

一
九
〇
五
年
、
本
市
生
ま
れ
。
旧

制
前
橋
中
（
現
在
の
前
橋
高
）
在

学
中
、
絵
の
道
を
志
す
。
そ
の
後
、

東
京
で
絵
の
勉
強
に
励
み
、
全
国

レ
ベ
ル
の
展
覧
会
で
入
選
、
受
賞

を
重
ね
る
。
中
央
画
壇
で
は
二
科

会
に
属
し
制
作
発
表
を
続
け
る
と

と
も
に
、
本
県
で
は
県
美
術
会
を

は
じ
め
、
県
美
術
界
や
美
術
教
育

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
し

た
。一

九
〇
五
年
、
邑
楽
町
生
ま
れ
。

学
年
は
違
っ
た
が
清
水
刀
根
と
同

じ
く
旧
制
前
橋
中
に
学
び
、
絵
の

道
を
志
す
。
ア
メ
リ
カ
で
の
個
展

の
開
催
や
油
墨
画
の
指
導
の
経
験

を
持
つ
。
力
強
く
豊
か
な
色
彩
感

覚
が
特
徴
。
安
定
し
た
構
図
で
人

物
表
現
に
味
わ
い
の
あ
る
清
水
刀

根
と
は
異
な
る
作
風
だ
が
、
二
人

は
本
県
洋
画
壇
の
両
輪
と
も
い
う

べ
き
存
在
で
あ
る
。

一
九
一
五
年
、
本
市
生
ま
れ
。

群
馬
師
範
学
校
（
現
群
馬
大
）
卒

業
後
、
市
内
小
中
学
校
に
勤
務
の

後
、
下
川
淵
小
、
二
中
、
養
護
学

校
の
校
長
を
歴
任
。
退
職
後
、
成

人
学
級
な
ど
公
民
館
活
動
に
励
み
、

県
青
年
の
家
、
県
立
近
代
美
術
館

な
ど
で
水
彩
画
講
座
を
担
当
。
青

年
会
議
所
が
製
作
し
た
「
前
橋
か

る
た
」
の
絵
も
担
当
し
た
。

７ 市役所の住所は〒371-8601 前橋市大手町二丁目12-1です

全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
た
本
市

出
身
ま
た
は
本
市
に
ゆ
か
り
の
作

家
を
中
心
に
、
教
育
委
員
会
で
専

門
家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
高
水

準
の
美
術
作
品
を
収
集
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
美
術
作
品
を
広
く

紹
介
す
る
た
め
、「
収
蔵
美
術
作
品

展
」
と
題
し
て
、
本
市
が
収
蔵
し

て
い
る
美
術
品
を
一
般
公
開
し
て

い
ま
す
。

本
年
度
は
「
郷
土
作
家
が
描
い

た
日
本
の
風
景
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
収
蔵
美
術
品
の
中
か
ら
五
十

一
点
の
風
景
画
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

人
物
画
や
静
物
画
も
味
わ
い
が
あ

り
ま
す
が
、
見
る
人
を
飽
き
さ
せ

な
い
と
い
う
点
で
は
、
風
景
画
の

方
が
親
し
み
や
す
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

展
示
作
品
の
中
に
は
利
根
川
や

浅
間
高
原
な
ど
本
県
を
代
表
す
る

景
色
を
描
い
た
作
品
以
外
に
も
、

名
所
と
し
て
有
名
な
伊
豆
や
遠
野

な
ど
を
描
い
た
作
品
も
多
く
展
示

さ
れ
る
予
定
。

も
し
、
か
つ
て
訪
れ
た
場
所
の

作
品
が
あ
れ
ば
、
絵
の
中
に
懐
か

し
い
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
も

で
き
、
特
別
な
一
日
と
な
る
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
文
化
意
識
の
向
上

を
図
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
優

れ
た
美
術
品
を
定
期
的
に
鑑
賞
す

る
習
慣
を
身
に
付
け
た
い
も
の
で

す
。
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高橋常雄「遠野」

田中青坪「浅間高原」

清水刀根「三津浜風景」

田村清男「湯沢雪景色」

中村節也「山頂の雲」
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12
月
９
日
か
ら
市
民
文
化
会
館
で
風
景
画
展
も

本
市
で
は
全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
た
本
市
出
身
や
ゆ
か
り
の
作
家
の

美
術
作
品
を
収
集
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
作
品
を
普
段
鑑
賞
で
き
る
機

会
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
市
収
蔵
美
術
品
を
紹
介
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
生
涯
学
習
課
で
話
を
聞
き
ま
し
た
（
担
当
は
市
民

編
集
委
員
・
古
田
島
、
石
原
）。

問
い
合
わ
せ
は
生
涯
学
習
課
蕁
８
９
０
―
５
８
２
５
へ
。

日時＝12月９日貍～17日豸（12
日貂を除く）、午前10時～午後６
時（入場は午後５時30分まで）
会場＝市民文化会館　内容＝市
収蔵美術品の風景画を展示
□ギャラリートーク

日時＝12月10日豸午後２時　会
場＝市民文化会館　対象＝一般、
先着50人　内容＝県美術会常任
理事・浅田萩石さんが作品の鑑
賞ポイントなどを解説　申し込
み＝当日会場へ直接

展覧会で51作品を展示

田
中
青
坪

高
橋
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雄

中
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田
村
清
男

清
水
刀
根


